
【

資

料

紹

介

】

大

川

屋

書

店

版

『

里

見

八

犬

傳

』

略

解

題

山

本

貴

恵

大

川

屋

書

店

版

『

里

見

八

犬

傳

』

は

、

明

治

二

六

年

十

月

廿

四

日

に

発

行

さ

れ

た

。

架

蔵

本

は

、

明

治

三

六

年

九

月

発

行

の

第

十

版

で

あ

る

（

後

掲

奥

付

図

版

参

照

）

。

た

だ

し

後

述

す

る

如

く

、

架

蔵

本

は

改

装

本

で

あ

る

。

架

蔵

本

の

書

誌

を

略

述

す

る

と

、

縦

21

・

９

セ

ン

チ

、

横

14

・

１

セ

ン

チ

。

最

終

ノ

ン

ブ

ル

は

三

六

六

（

た

だ

し

、

ノ

ン

ブ

ル

は

「

九

」

よ

り

始

ま

る

の

で

、

前

闕

か

と

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

挿

絵

に

ノ

ン

ブ

ル

は

な

い

。

詳

し

く

は

後

述

）

。

本

文

内

容

は

、

ダ

イ

ジ

ェ

ス

ト

版

と

で

も

い

う

べ

き

も

の

で

あ

る

。

冒

頭

を

示

せ

ば

、

「

抑

里

見

又

太

郎

義

実

が

安

房

に

起

る

の

は

じ

め

を

言

は

ゞ

父

季

基

と

も

ろ

と

も

に

結

城

の

し

ろ

に

盾

こ

も

り

」

と

あ

る

。

本

文

に

は

句

読

点

が

な

く

、

段

落

の

切

れ

目

を

○

を

付

す

こ

と

で

示

し

て

い

る

。

後

補

前

表

紙

と

し

て

、

印

刷

さ

れ

た

図

版

一

枚

（

下

段

所

掲

図

版

参

照

）

が

背

の

中

ほ

ど

か

ら

貼

り

付

け

ら

れ

て

い

る

。

図

版

が

貼

り

付

け

ら

れ

た

台

紙

と

な

っ

て

い

る

料

紙

と

、

後

補

後

表

紙

（

た

だ

し

実

際

は

、

「

大

川

屋

小

説

目

録

其

二

」

〔

後

表

紙

見

返

し

〕

、

「

大

川

屋

小

説

目

録

其

一

」

〔

後

表

紙

〕

）

の

料

紙

は

繋

が

っ

た

一

枚

で

、

紙

質

も

一

致

す

る

。

従

っ

て

、

後

に

、

前

表

紙

・

後

表

紙

を

補

う

た

め

で

あ

ろ

う

、

典

籍

全

体

を

一

枚

の

紙

を

以

て

く

る

ん

だ

も

の

と

想

像

さ

れ

る

。

背

題

は

存

し

な

い

。

後

補

前

表

紙

に

は

墨

筆

で

著

者

、

書

名

、

出

版

元

が

書

か

れ

て

い

る

。

曲

亭

／

馬

琴

／

著

繪

本

南

総

／

里

見

／

八

犬

傳

全

東

京

／

大

川

屋

／

發

行

な

お

、

書

名

は

、

「

八

犬

士

傳

序

」

（

序

題

）

、

「

里

見

八

犬

傳

」

（

端

作

題

・

尾

題

、

奥

付

題

）

な

ど

と

す

る

が

、

後

補

前

表

紙

の

み

、

上

掲

の

如

く

「

繪

本

南

総

里

見

八

犬

傳

」

と

し

て

い

る

。

こ

の

相

違

は

、

先

に

も

触

れ

た

よ

う

に

、

前

表

紙

が

後

補

さ

れ

、

書

名

が

（

恐

ら

く

は

貸

本

業

者

に

よ

っ

て

）

追

筆

さ

れ

た

【後補前表紙】
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こ

と

に

よ

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

架

蔵

本

の

料

紙

の

紙

質

は

、

大

き

く

三

つ

に

分

類

す

る

こ

と

が

出

来

る

。

Ａ

後

補

前

表

紙

・

後

補

後

表

紙

（

一

続

き

の

料

紙

）

䢧

䢧

䢧

䢧

や

や

厚

手

の

紙

（

白

色

）

Ｂ

「

八

犬

傳

士

序

」

（

前

半

）

・

見

開

き

図

版

（

十

一

面

）

・

序

（

後

半

）

䢧

䢧

䢧

䢧

薄

手

の

紙

（

白

色

）

Ｃ

本

文䢧

䢧

䢧

䢧

や

や

厚

手

の

紙

（

褪

色

が

進

み

、

褐

色

を

呈

す

る

）

ま

た

綴

じ

穴

は

、

Ａ

が

三

箇

所

（

前

掲

図

版

参

照

）

、

Ｂ

・

Ｃ

が

五

箇

所

で

あ

る

。

ま

た

、

Ｂ

・

Ｃ

の

み

、

下

か

ら

二

、

三

番

目

の

綴

じ

穴

で

糸

で

綴

じ

ら

れ

て

い

る

の

が

確

認

で

き

る

。

Ａ

は

、

Ｂ

・

Ｃ

に

糊

付

け

さ

れ

て

い

る

。

こ

こ

か

ら

想

像

す

る

に

、

以

下

の

よ

う

な

段

階

を

経

て

、

今

日

見

る

架

蔵

本

の

よ

う

な

形

態

に

至

っ

た

も

の

な

の

で

あ

ろ

う

。

➀

原

前

表

紙

＋

〔

一

～

八

頁

、

序

・

目

次

等

か

〕

＋

Ｃ

＋

原

後

表

紙

※

こ

の

時

点

で

は

、

線

装

で

は

な

か

っ

た

？

⇩

➁

装

丁

が

壊

れ

（

こ

の

時

、

前

後

表

紙

・

一

～

八

頁

が

脱

落

か

）

、

Ｂ

を

補

っ

た

上

で

、

綴

じ

穴

を

二

つ

あ

け

線

装

と

し

、

仮

装

丁

し

た

。

⇩

➂

さ

ら

に

、

現

在

の

前

後

表

紙

を

追

加

し

、

綴

じ

穴

を

新

た

に

三

箇

所

あ

け

、

線

装

と

し

た

。

⇩

➃

➂

で

追

加

し

た

綴

糸

が

取

れ

、

➁

の

綴

糸

の

み

が

残

っ

た

。

○

後

補

前

表

紙

に

は

、

朱

色

薄

紙

の

遊

紙

（

後

掲

図

版

参

照

、

綴

じ

穴

＝

三

箇

所

）

が

貼

り

付

け

ら

れ

て

い

る

。

（

後

補

前

表

紙

裏

）

（

遊

紙

表

）

【

釈

文

】

又

貸

ハ

奈

良

之

都

の

八

重

櫻

今

日

御

覧

し

た

分

明

日

ハ

御

返

し

（

「

し

」

ハ

「

也

」

歟

）

」

（

前

表

紙

見

返

し

）

又

貸

ハ

奈

良

之

都

の
（

マ

マ

）



八

重

櫻

今

日

御

覧

じ

た

分

明

日

ハ

御

返

し

（

同

前

）

」

（

遊

紙

表

）
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（

遊

紙

裏

）

【

釈

文

】

又

貸

御

無

用

又

貸

御

無

用

」

（

遊

紙

裏

）

○

表

紙

、

後

補

前

表

紙

、

遊

紙

表

・

裏

の

筆

跡

を

比

べ

て

み

た

い

。

「

又

」

と

い

う

字

に

注

目

し

て

見

る

と

、

払

い

の

止

め

方

や

筆

圧

か

ら

遊

紙

表

と

遊

紙

裏

の

二

行

目

は

同

じ

筆

跡

と

見

做

せ

る

（

こ

れ

を

甲

筆

と

す

る

）

。

一

方

、

後

補

表

紙

裏

と

遊

紙

裏

の

一

行

目

の

又

の

払

い

の

入

り

方

や

止

め

方

か

ら

見

て

、

同

じ

筆

跡

と

見

做

せ

る

（

こ

れ

を

乙

筆

と

す

る

）

。

ま

た

、

後

補

前

表

紙

の

筆

跡

は

、

筆

勢

や

「

八

」

と

い

う

字

か

ら

見

て

、

甲

筆

と

判

断

で

き

る

だ

ろ

う

。

な

お

図

版

で

は

分

か

り

に

く

い

が

、

後

補

前

表

紙

裏

、

遊

紙

表

「

又

貸

奈

良

之

都

の

～

」

と

い

う

文

言

の

上

に

、

鉛

筆

で

乱

雑

に

線

が

引

か

れ

て

い

る

。

文

言

を

抹

消

す

る

意

図

ま

で

あ

っ

た

か

ど

う

か

は

断

言

出

来

な

い

が

、

又

貸

禁

止

に

対

す

る

抵

抗

の

跡

と

解

す

る

こ

と

は

許

さ

れ

よ

う

。

○

架

蔵

本

Ｂ

の

、

序

文

・

挿

絵

は

、

全

て

『

南

総

里

見

八

犬

伝

』

原

典

に

基

づ

い

た

も

の

で

あ

る

。

絵

の

端

を

省

略

等

し

て

い

る

が

、

構

図

や

文

言

な

ど

全

て

同

じ

で

あ

る

。

少

し

目

元

の

彫

り

が

深

く

原

典

よ

り

も

鋭

い

目

つ

き

に

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

本

文

前

の

「

八

犬

傳

序

」

と

そ

の

続

き

の

序

の

間

に

挿

絵

が

配

さ

れ

る

。

本

文

の

中

に

も

挿

絵

が

存

す

る

。

本

文

中

の

挿

絵

は

見

開

き

で

十

二

頁

で

あ

る

。

全

て

の

挿

絵

の

箇

所

を

、

Ｂ

の

部

分

を

含

め

て

記

し

て

お

く

。

「

八

犬

士

傳

序

」

（

前

半

）

挿

絵

一

～

十

一

Ｂ

「

八

犬

士

傳

序

」

（

後

半

）

挿

絵

十

二

（

二

七

～

二

八

頁

の

間

）

挿

絵

十

三

（

六

五

～

六

六

頁

の

間

）

挿

絵

一

四

（

一

六

五

～

一

六

六

頁

の

間

）

挿

絵

一

五

（

二

〇

三

頁

～

二

〇

四

頁

の

間

）

挿

絵

一

六

（

二

二

五

頁

～

二

二

六

頁

の

間

）

挿

絵

一

七

（

二

三

九

頁

～

二

四

〇

頁

の

間

）

挿

絵

一

八

（

二

五

五

頁

～

二

五

六

頁

の

間

）

Ｃ

挿

絵

一

九

（

二

六

九

頁

～

二

七

〇

頁

の

間

）

挿

絵

二

〇

（

二

九

一

頁

～

二

九

二

頁

の

間

）

挿

絵

二

一

（

三

〇

五

頁

～

三

〇

六

頁

の

間

）

挿

絵

二

二

（

三

十

九

頁

～

三

二

〇

頁

の

間

）

挿

絵

二

三

（

三

三

三

頁

～

三

三

四

頁

の

間

）

Ｂ

の

挿

絵

は

ど

れ

も

順

不

同

で

あ

り

、

『

南

総

里

見

八

犬

伝

』

の

内

容

に

即

し

た

並

べ

方

に

な

っ

て

い

な

い

。
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例

え

ば

、

一

枚

目

に

玉

梓

が

怨

霊

と

な

っ

た

場

面

（

第

肇

輯

巻

四

）

の

次

に

、

妙

椿

が

浜

路

姫

を

攫

お

う

と

す

る

場

面

（

第

九

輯

巻

十

一

）

に

な

っ

て

い

る

。

三

枚

目

は

、

信

乃

と

現

八

の

芳

流

閣

で

の

戦

い

の

場

面

（

第

四

輯

巻

一

）

と

い

っ

た

如

く

で

あ

る

。

ま

た

、

本

文

前

の

最

後

の

挿

絵

（

挿

絵

一

一

）

も

な

ぜ

か

、

現

八

が

信

乃

、

道

節

と

船

の

上

で

鉢

合

せ

す

る

場

面

（

第

八

輯

巻

六

）

と

な

っ

て

い

る

。

こ

の

本

文

前

の

挿

絵

は

話

の

筋

と

は

全

く

合

わ

な

い

順

序

と

な

っ

て

い

る

。

以

上

の

こ

と

か

ら

、

『

南

総

里

見

八

犬

伝

』

全

体

の

筋

を

熟

知

し

て

い

な

い

人

が

編

集

し

た

と

考

え

ざ

る

を

得

な

い

。○

最

後

に

、

奥

付

を

掲

出

し

て

お

く

。

明

治

廿

六

年

十

月

二

十

日

印

刷

明

治

廿

六

年

十

月

廿

四

年

發

行

明

治

三

十

六

年

九

月

十

版
東

京

市

淺

草

區

三

好

町

七

番

地

發

行

者

大

川

錠

吉

同

淺

草

區

南

元

町

廿

四

番

地

印

刷

者

小

宮

定

吉

同

所

印

刷

所

大

川

屋

印

刷

所

東

京

市

淺

草

區

三

好

町

七

番

地

發

行

所

聚

榮

堂

大

川

屋

書

店

（

電

話

下

谷

一

千

五

百

七

拾

三

番

）

○

架

蔵

本

は

、

明

治

期

の

貸

本

の

あ

り

よ

う

を

ま

ざ

ま

ざ

と

残

し

て

お

り

、

『

八

犬

伝

』

受

容

史

研

究

の

点

で

、

興

味

深

い

事

例

と

考

え

ら

れ

る

。

見 里

傳 犬 八

－42－



「
【
資
料
紹
介
】
大
川
屋
書
店
版
『
里
見
八
犬
傳
』
略
解
題
」
（
『
研
究
と
資
料
』
第
六
十
九
輯
、
二
〇
一
三
・
七
）

《
正
誤
表
》

頁
段

行
数

等
誤

正

Ｐ

40

（
ら
歟

）


下
段
４
行
目

御
覧
し
た
分

御
覧
し
た
分

Ｐ

40

（
マ
マ

）


（
マ
マ

）
（

ら
歟

）


下
段
６
行
目

御
覧
じ
た
分

御
覧
じ
た
分

《
備
考
》

伊
藤
慎
吾
氏
よ
り
、
「
分
」
字
、
「
ら
」
と
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
ご
教
示
を
得
た
。

確
か
に
そ
の
方
が
歌
意
は
通
り
や
す
い
。
た
だ
、
字
形
の
点
で
「
分
」
を
完
全
に
は
捨
て
き
れ
な

く
思
う
の
で
、
前
掲
正
誤
表
の
如
き
形
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

伊
藤
氏
の
学
恩
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。




